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図 1　ネコの胸部レントゲン写真（DV［仰向け］像）
肺野に多発性の結節影が認められる。

はじめに
CARバチルス（Cilia-Associated Respiratory bacillus）

は，主に気道の線毛上皮に感染するグラム陰性のフィ
ラメント状細菌である［9］。CARバチルスはラット
やマウスの慢性呼吸器疾患の一因となることから，
発見当初から実験動物分野において数多くの研究が
なされてきた［4, 5, 14］。培養困難菌であったことか
ら長らく学名がつけられていなかったが［10］，2016
年に国内の研究グループにより齧歯類分離の CARバ
チルスが Filobacterium rodentiumと命名された［8］。
これまでに CARバチルスあるいは Filobacterium

属菌は，齧歯類を含む多くの動物種で検出されてお
り［1, 2, 4–7, 14, 16, 17］，種特異性が高いと考えられ
ている［11］。ネコにおいては，2002年に CARバチ
ルス様の細菌の感染を伴う気管支炎と細気管支炎を
呈したネコの症例報告があるが［18］，この細菌は形
態的特徴から同定されており，遺伝子解析は行われ
なかった。その後 2021年に，ネコの Filobacterium
属菌（暫定名 F. felis）が気道下部の菌叢を構成し，
菌量が増加すると慢性気管支炎に関与することが報
告された［15］。一方で，ネコでは Filobacterium属
菌は肺疾患の一次的な原因ではなく，気道内菌叢の
異常の結果として増加する可能性も指摘されている
［20］。これらの報告から，伴侶動物分野においても
Filobacterium症はにわかに注目を集めている。
著者らは，慢性気管支炎と細気管支炎を呈するネ

コの 1症例に対して肺生検を実施し，病変内に F. 
felisの感染を伴うことを証明した［19］ので，その
概要を紹介する。

症例および臨床事項
症例は 7歳 6ヶ月の雑種ネコ，去勢雄。3年前に

沖縄で保護されて以来，東京で完全室内飼育されて
いた。2年前から間欠的に乾性咳が認められ，来院
前より咳の頻度が増加した。近医での胸部レントゲ
ン検査では，肺野に多発性の結節影が認められた
（図 1）。

ネコの Filobacterium症（CARバチルス感染症） 

—症例報告の紹介—
志賀崇徳

麻布大学　獣医学部　病理学研究室

要　約
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（実験動物ニュース 2025 Vol. 74 No. 4, p. 132–135.）
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図 2　ネコの肺の肉眼写真（開胸時）
炎症を起こした気道に対応するような，硬結感のあ
る白色結節（矢印）が肺葉全体に多発している。また，
肺表面辺縁には無気肺部が認められる。

図 3　ネコの気管支炎，細気管支炎の組織写真
（A）肥厚した気管支周囲にリンパ球の集簇巣が認められる。ヘマトキシリン・エオジン（HE）染色。（B）
気管支粘膜上皮の過形成および肥大が認められ，粘膜上皮内に globule leukocyteが多数浸潤している。HE
染色。（C, D）細気管支の内腔表面の強拡大像。（C）細菌と線毛の区別は困難である。粘膜上皮内に多量
の好酸性顆粒を有する globule leukocyte（矢印）の浸潤が認められる。HE染色。（D）好銀性，フィラメン
ト状の細菌（矢印）が線毛と並行して集簇している。ワルチン・スターリー染色。

抗生物質（エンロフロキサシン）およびステロイ
ド薬（プレドニゾロン）の投与により一時的に症状
は改善したが，休薬後に再発が認められ，麻布大学
附属動物病院に紹介された。Computed tomography検
査では，すべての肺葉に気管支壁の肥厚，粘液栓，
多発性の結節影を認めた。慢性気管支肺炎として治
療を継続し，エンロフロキサシンおよびプレドニゾ
ロンの投与，さらにエンロフロキサシンからアジス
ロマイシンへの切り替えも試みられたが，改善と再
発を繰り返した。原因精査のため，左肺前葉前部の
一部を切除する肺生検を実施した。開胸時，肺表面
には無気肺部や硬結感のある白色結節が多発してい
た（図 2）。

病理組織学的所見
組織学的には，気管支壁および細気管支壁の重度

の肥厚が認められ，気道周囲のリンパ球集簇および
気道内腔への上皮脱落や炎症細胞の貯留，肺胞実質
の虚脱による無気肺部が観察された（図 3A）。また，



134

実験動物ニュース　2025　Vol. 74　No. 4

気道上皮の過形成および肥大が認められ，上皮内に
は globule leukocyte の 顕 著 な 浸 潤 が み ら れ た
（図 3B）。ヘマトキシリン・エオジン染色では菌体は
明瞭でなかったが，ワルチン・スターリー染色では，
気管支，細気管支，終末細気管支の気道上皮の線毛
に付着する好銀性のフィラメント状細菌が観察され
た（図 3C, D）。
気管支，細気管支の粘膜固有層，粘膜下組織では，

多数のリンパ球に加えて，形質細胞およびモット細
胞，好中球が浸潤していた。これらの炎症細胞浸潤は，
終末細気管支および呼吸細気管支，肺胞管周囲にま
で及んでおり，肺胞実質では肺胞壁の肥厚および Ⅱ
型肺胞上皮細胞の過形成が認められた。免疫組織化
学的検索では，気道上皮内の globule leukocyteは
granzyme Bに陽性，CD3およびCD20に陰性であった。

超微形態学的所見および遺伝子解析結果
透過電子顕微鏡観察下では，気道上皮の線毛に隣

接して細菌が観察された。細菌は三層の膜構造を有
し，線毛とは異なる内部構造を有していた。肺のパ
ラフィン切片および上述の論文［15］で報告された
プライマーを用いたリアルタイム PCRでは，F. felis
陽性であった（Ct値 30.7）。

考　察
本症例の臨床事項，細菌の形態学的および超微形

態学的特徴ならびに病理組織学的所見は，過去の研
究における CARバチルス様細菌の感染を伴うネコま
たは F. felis陽性のネコの所見と概ね一致していた
［15, 18］。本症例では，気道末端部（終末細気管支）
にも細菌感染と globule leukocyte浸潤が認められ，肺
胞領域の炎症細胞浸潤と Ⅱ型肺胞上皮細胞の過形成
が観察されたことから，過去の症例と比べてより慢
性的な病変が形成されていたと考えられる。なお，
本症例は複数回の抗生物質投与を受けており，F. felis
が上述の組織病変を引き起こした唯一の病原体では
なかった可能性がある点は注意が必要である。
ラット，マウス，ウサギ，ヤギなどの他の動物種

においても，CARバチルスあるいは Filobacterium属
菌の感染により，リンパ球，形質細胞の集簇を伴う
慢性気管支炎または細気管支炎を発症する点は，ネ
コと共通している［2, 5, 7, 13, 17］。しかし，他の動
物種では globule leukocyteの浸潤は報告されておら
ず，ネコにのみ認められる特徴的な炎症反応と考え
られる。
ネコの正常な消化管において globule leukocyteが

観察されることがあるが［12］，CARバチルス様細
菌感染の報告［18］および本報告を除いて，正常肺
または肺疾患で観察されたという報告はない。本症
例の免疫組織化学的所見と過去の報告［3, 12, 18］を
合わせると，globule leukocyteはナチュラルキラー細
胞に由来する可能性が示唆されるが，肥満細胞の一

種であるとする報告［13, 21］もあることから，その
細胞系譜については未だ謎が多い。

おわりに
ネコの F. felis関連気管支炎の病理発生機序は不明

な点が多く，著者らの知る限り，globule leukocyteの
浸潤を伴う下気道疾患は，他の動物種では報告され
ていない。現時点において，F. felisがネコの肺疾患
の一次的原因となりうるかについて結論を下すこと
は困難である。F. felisの病原性およびネコの気道に
おける globule leukocyte浸潤のメカニズムについて，
今後さらなる研究が必要である。
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